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年間第１２週・木曜日

１０３ ミサ聖祭の実り

― ミサの実り。ミサ聖祭と信者の日
常生活。

― ミサ聖祭には「意識的に、行動的
に、信心深く」与る。ミサ聖祭に与
ることは、司祭でありいけにえであ
るイエス・キリストと一致して捧げ
る自分の個人としての祈りである。

― ミサに与るための準備。使徒職と
ミサ聖祭。

１０３．１ 聖体の犠牲とキリスト者
の日常生活

第２バチカン公会議は、「十字架上
の犠牲とミサにおける秘跡としての
再現は、形式の違いは別として、全
く同じ唯一の現実であることを思い
出させています。（…） 従って、ミ
サは同時に、賛美のいけにえ、感



謝、贖罪と償いであることを思い出
させます」１。私たちの救い主が十
字架上の犠牲にお与えになった目的
は、この4つにまとめられます。

ミサの4つの目的は、それぞれ異な
るやり方であり、異なる程度をもっ
て成し遂げられます。神に直接向け
られる目的、即ち、礼拝、賛美、感
謝は、私たちの協力とは無関係に常
に確実に、限りない価値を生み出し
ます。これは、信仰深い人が一人も
出席していなくても、あるいはたっ
た一人だけの参加であっても、気を
散らしてミサに与っていても、ミサ
自体は本物です。主である神は、聖
体の犠牲が祝われるたびにいつでも
限りない賛美を受けられます。神を
完全に満足させる感謝が捧げられま
す。聖トマスはこう述べています。
この奉献は、神に背く世の中のあら
ゆる罪に勝って神を喜ばせます２。
なぜならキリストご自身が、あらゆ
るミサで捧げられる現実の犠牲であ



ると同時に、それを捧げる真の司祭
だからです。

けれども、聖体の犠牲の他の目的で
ある祈願と償いは私たちのためで、
ミサの実りではありますが、実際に
は、必ずしも常に十分に受け入れら
れるとは限りません。これら神の恩
恵からの実りは、神との和解と私た
ちが願っていたことを神にかなえて
もらったその実りでもあるので、無
限の価値があるはずなのです。それ
もキリストの功徳のお陰なのですか
ら。しかし、決してこれらの実りを
すべて申し分なく受けることはあり
ません。なぜなら、私たちの個人的
な心構えに応じて受けるからです。
祭壇上の神聖な犠牲に熱心に参加す
ればするほど、償いと祈願の実りを
更にたくさん受けるでしょう。キリ
ストご自身の祈りが、私たちの祈願
と償いの価値を倍増され、ミサにお
ける十字架上でのキリストご自身の



祈願と償いとに一致するまでになり
ます。

私たちがミサの実りを受けられるよ
うに、教会は、キリストの犠牲に自
分を一致させる事を私たちに求めま
す。それは、イエス・キリストの賛
美、感謝、償いと祈願に参加するこ
とだからです。ミサの行為と式典か
らなる外的儀式は、どちらもイエ
ス・キリストの内的犠牲を意味し、
キリストに一致したすべての信者の
奉献と献身の表れです３。 ここに、
私たちは全存在をかけて日常の生活
で行うあらゆる奉献を、完全にしか
も正しい意向でやり遂げようとする
理由があります。第２バチカン公会
議で提言しているように、「彼らの
すべての行いと活動、祈りと使徒的
事業、家族と結婚生活、日々の仕
事、心身の休養を霊的に行い、なお
生活のわずらわしさを忍耐強く耐え
忍ぶならば、これらすべては、イエ
ス・キリストをとおして神に喜ばれ



る霊的犠牲になり（１ペトロ2・
5）、聖体祭儀の挙行において主の
御体の奉献と共に御父に敬虔に捧げ
られるでしょう」４。私たちの行い
と生活すべては、一日の活動の中心
がミサに置かれていれば、新たな価
値を帯びてきます。私たちの考えと
行いがすべてミサに向けられていれ
ばです。ミサは、私たちがこの世で
の生活を聖化するために必要な恩恵
が溢れ出る豊かな泉です。

１０３．２ 行っていることを自覚
し、敬虔で積極的な態度でミサに与
ること。ミサに与るとは、司祭であ
り犠牲(いけにえ)でもあられるイエ
ス・キリストに一致した個人的な祈
りであるべきです

私たちの母である教会は、ミサから
さらにもっと多くの実りを得ること
を望んでいます。ですから、教会
は、私たちがミサに与っていると
き、ぼんやりとした無関心な傍観者



でいて欲しくありません。常に、祭
儀への理解と祈りを増し、自分が
行っていることを十分自覚し、敬虔
に、熱心に協力して、この神聖な儀
式に参加するよう望んでいます。私
たちは、心を声にあわせ、神の恩恵
に協力して、正しい心構えを育まな
ければなりません５。 対話と歓呼に
特別に注意を払わなければなりませ
ん。定められた沈黙の時間、特に聖
変化の時と聖体拝領で主を受ける時
を、信仰と愛徳の行いで満たしま
す。最も大切なことは、内的参加、
ご自身を捧げるイエス・キリストと
の一致です。そのためには、礼拝の
役割を形作る外的要素である、ひざ
まずいたり、立ったり、座ったりな
どの身体の姿勢やグローリア、クレ
ド、サンクトゥスなどを唱えたり
歌ったりする事は、とても役に立ち
ます。

ミサの司式者の祈りに合わせること
が大いに役に立つのに度々気がつき



ます。ミサが始まる数分前に着き、
時間を守る努力をすることは、より
よいミサの準備に役立ちます。しか
も、それはキリストに対する愛の表
れでもあり、出席している他の人々
に対して、そしてミサを捧げる司祭
に対する礼儀の表れでもあります。
神は、私たちがこのことに関して模
範的であるよう望んでおられます。
大切な会見に相応しい時間に着いて
いただけませんか？ ミサほど大切な
ものはありませんから。

内的にミサに与るとは、主に、信
仰、希望、愛の徳を実践することで
す。聖変化の瞬間に、私たちは、使
徒トマスの言葉、それは、信仰と愛
に溢れた言葉、「わたしの主、わた
しの神、あなたが祭壇上にまことに
おられることをかたく信じます」。
または、各々の信心の祈りを祈るこ
ともできます。



聖なるミサに参加することは、何に
も増して個人的な祈りでなければな
りません。この祈りは真実で意識的
な典礼参加ができるために不可欠な
条件です。しかし、それだけではな
く、個人的な祈りの精神は、このよ
うな参加の実りともいえます。しか
しながら、絶えざる親しい個人的な
祈りの生活、信仰と愛の生活なしに
キリスト者として歩み続けることは
できません。これなしで、私たち
は、この典礼を通して自らを有効か
つ有益に刷新することはできませ
ん。それなしには、キリスト者とし
て本物の証人(あかしびと)になるこ
とはできません。もしこのようにミ
サに参加しないのであれば、生きて
流浪する教会と共に考え、呼吸し、
行い、苦しみ、希望することはでき
ません。すべての人に言います。
「祈りましょう」、霊魂の深奥か
ら、神に親しく話しかけることに決
して飽きてはいけません。言葉を超
える神、あなたを見守っておられる



神秘的な他者はあなたを待ち望み、
あなたを愛しておられます。だか
ら、あなたは決して倒れることな
く、独りになることはないでしょ
う。そして心躍るこの応えに、新た
な喜びを経験するでしょう。「見
よ、わたしはあなたとともにいる」
６。神は、ミサへの参加が最高頂に
達する聖体拝領において、特別な方
法で私たちと共に私たちの内におら
れます。聖トマス・アクィナスは次
のように教えています。この秘跡固
有の効果は、人をキリストに変える
ことです。ですから、使徒とともに
「もはやわたしが生きているのでは
なく、キリストがわたしの内で生き
ておられる」と言うことができるの
です。７

１０３．３ ミサの準備、使徒職と聖
体の犠牲

ミサという世の中で起こる最も重要
な出来事に備えるために、私たちは



毎日、霊魂を準備しなければなりま
せん。どんなに片田舎であっても、
世界の最果てで、しかも一人として
ミサに参加していないとしても、司
祭なら誰であっても捧げられるミサ
は、その時この世で起こる最も素晴
らしい出来事です。それは、人間が
捧げることのできる、神に最も喜ば
れることです。私たちが受ける多く
の恵みを神に感謝する機会です。多
くの罪と愛の欠如のゆるしを願い、
霊的物質的必要のすべてを祈願する
機会です。お願いしたいことのない
人がいるでしょうか。「主よ、この
病気を」、「主よ、この悲しみ
を」、「主よ、あなたへの愛のため
でさえ受け入れることのできない恥
辱を」。私たちは、家族の者への祝
福、幸福と喜びを望みます。私たち
は、食べ物や正義に対する飢えと渇
きに苦しむ人々、孤独に苦しむ
人々、生涯の終わりに愛のこもった
世話や友人の助けもなく、死を迎え



る人々の運命をみて悲しみに沈みま
す。

「しかし、真に苦しみの原因となる
のは、惨めさである罪です。私たち
が贖わなければならない、世界中に
広まった不快な罪です。それは、私
たちを神から引き離し、霊魂を永遠
の破滅への危険にさらすからです。
人々に神の愛の永遠の栄光をもたら
すことは、カルワリオで生命を絶た
れた時のキリストの真の望みでした
し、それはミサを祝う時の私たちの
望みでもなければなりません」８。
こうして、私たちの使徒職はミサに
向けられ、ミサによって強められる
のです。

ミサの後の数分間の感謝の祈りは、
その日の最も大切な瞬間、瞬間を締
めくくる事になるでしょう。それ
は、仕事と家庭生活に、またすべて
の人に私たちが示す朗らかさに、さ
らにその日の残りの時間を過ごすた



めの確信と自信に、大きな影響を与
えるでしょう。このように捧げられ
たミサは、決して隔離した出来事と
はならないでしょう。ミサは、私た
ちのあらゆる行いを育み、それに特
定のリズム、そして価値と意味を与
えます。

私たちは、常に、ミサで、御母マリ
アを見出します。最高の司祭、犠牲
の御母である聖母を思い出したり
頼ったりしないで、どのようにこの
いけにえの儀式に与ることができる
でしょうか？ 聖母は、この地上で生
活されている間、息子である御子の
司祭職の実行に、とても親密な役割
を果たされたので、その司祭職に永
遠に一致しておられるのです。カル
ワリオにおられたように、カルワリ
オの延長であるミサにもおられま
す。聖母は、御父に息子を捧げるこ
とで、十字架上の息子を助けまし
た。キリストの犠牲の再現である祭
壇上の犠牲において、教会が、その



頭であるキリストに一致して、自ら
を神に捧げるのを助けられます。マ
リアの祈りをとおして自分をイエス
に捧げましょう９。 ミサの間、マリ
アを思い出しましょう。そうすれ
ば、聖母は、私たちが信仰と黙想を
深められるように助けてくださるで
しょう。

１ Roman Missal, General
Instruction, Foreword, ２

２ 聖トマス，神学大全，III,８，２ 参
照

３ PiusXII, Mediator Dei, ２０
November １９４７ 参照

４ 第２バチカン公会議，教会憲章,３
４

５ 第２バチカン公会議，典礼憲章,１
１；４８ 参照



６ パウロ６世，Address, １４
August １９６９

７ 聖トマス，IV Boock of Sentences,
１２，２，１

８ 聖ホセマリア・エスクリバー，In
Love with the Church，４７－４８

９ P.Bernadot, Our Lady in my Life,
p.２３３

pdf | から自動的に生成されるドキュメン
ト https://opusdei.org/ja-jp/article/TO-

XII-moku/ (2026/01/11)

https://opusdei.org/ja-jp/article/TO-XII-moku/
https://opusdei.org/ja-jp/article/TO-XII-moku/

	年間第１２週・木曜日 １０３ ミサ聖祭の実り

